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藍
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ら
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に
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冒
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わ
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わ
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ヱ
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わ
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滞
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植
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で
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植
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ら
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節
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s
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ボ
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ボ
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生涯学習センタ

生渡楽習大
親と子で楽しむクリスマス
名曲コンサート

パソコ潮岬(咽シリーズ)

パソコユの同町酬担問までの山

【定員l各"人，. 寓lンステムコンザルタ〆トの小川広終ちん
lテネスト問 1酬何

往復憶がきに脇座名

性別.盤・弓

髭鬼精盟'"民~鉱字削)

"その旨措いて"月1田川古田苗センタ

(〒悶崎7t:;'7町23 026-8811)ヘ 1
ド亡っき一人1融問。.原則として個酬できる人に

民 命+ 受筒刺隠無科.多し咽合1<1:12月"日午前1

"お 司"圏内容が問Uです
週去にパソコン自闘を潤した人区四時間ん

，. 

"し~~~リ

棄しいおしv、吐制じみのクラシック酬を肝
で議しむクりスマス岨コントトを中央公民館と恥

蕪..金が欄き... 

lときJ121!ZSIJ岬後川、 ，.

! t: i:ろ】 中央公民自(I::=:条町)
"討潰}企ら難度崎会

ヴ7イオ "〆・五

十嵐闘紀f

チzロ・.)号...
ピアノ司大.匁段

目)=:車業 Iアヴ&
マリγJ，グノー)
ピアノ鎗奏「子jそのワルツ11"，.パ"
-t-.t. t:I f史実「白島J1'1-:- ザ-，ス)
ヴ7付引帥r，• b ~パH(lllj Iパガエーニi

l定員I1IT350人
1・U品 1tHIはがきに輔の作併日 輔副

喬ザ，・いて 1 1I11~日必者で中央公民館"

い3崎市上=条町、H ft26-65u6)へ.多
1:. 1111 



お知5包・西部w湖周n44.100 I .1I5I:I:l彊荷台93.QOO1 :j包.. 出狽F賢官71.1017

JR奈良駅周辺土地区画整理事業の
保留地を売却

市で1;;1;. J R奈良駅周辺土地区画盤理事業で区主主内に霞定された

保留地を次のとおり公開摘ぜんにより売却レます.

売却する保留地の明細
相枠番『 位置 地積(同) 処分色楢

③ 晶.臣k宮町 101.40 場".刷".刷"

"断'"
② 一条街4ド町 !S1.79 V開且田園珂

1世 巨 ~-I ~} 

⑤ 2*~ド町 12S.b6 VSI.(O)，'刷抽
却街区2号

刊零細防火.Ji..6幽制区
保留地の売却条件

1"保留地の雪l演し
保留嶋" 発買代金 Eリ酬後l現況のまま11捜します.

(1)土地問思期.用益務

保留槍" 売買須約締結の目治ら，.以内に自己の拘刷

に.しなければな町ません.

l'細沼旬以0り... 
保管穐は売買努・q・給の"から上旭区画tH'it第'"
条第2欄の規定iよる俊也処分i怜う盆記が'';Uする重で

は 飽人に傾注宣することができません.

(・"'喝盟公緩め負担

閥.の問問削後惜)池に対す岨制醐

郡市町闘夜 その他の公程公援は院入.の負担色なりま

寸

知世ん.. 加申し込み
れ)婁内密(吻込.)のE痛期間即断
州市川 1B~-情 l l J\' 1 2 1! 20聞け u・u

は帥 }の岡l'制駅区間四哨Jo'1..1-t.
{押し帥欄

情 111('12)¥1日目lliJlJ.1.<1. この岡崎酬の

同川町かっ団11"'.12月"醐までにJ，拍制
甑盤理課に費途Lた巾込.は布舗と l1:T. 
(IWlし込み宛.

市"奈良駅区画隻理課{守6持 -$112'三条本町 lー回)

勉ゼん噴参加申し込み資格
以下の人は刷し込みできまeん.
1')終始Ii11' j川崎紬酎.
l'級車.で班織を得ない符.
(・)U，事国・f:1.-ちな、 lt-r'.'1'し込み時tおνで 外国人
盆UH.て"，，，"1守.
(榊闘断る t調和決定t日明に従事するぶ抑制
l'湘ぜんに穆加しよう，する..仰り~j刊文".ぜんの

公民会敏行，勧げf:-l; 1: その明突のあ勺，時から僧ぜん

nlu凶山町

6ニ.加するニとがで，ません.

悩ぜん.. 加申し込みの手続き
円満智ん..取し込み

制奮闘後のうえ耐の期化時刊日明印

し返信用封筒(叩聞は開封しで制1:J: ~ 

，し込んで〈だ:山山制酬の吻ゆみは聞で

きません.

1'"'包ん..申し込みの綱"
祖ぜん事加申し込みは 一人 11111"-に限ります.

(刈錨包ん惨..'号指定・の交付

倒せん2・8剛刷込・を・4催のうえ「鋪ぜん.号指定書Jを
後日送付します.

(・油匂ん・.困加し込ぬの照宮'

次のよう令市し込みは すべて無効，します

イ 申込書l虚偽の記提があったとき

ロ 人tっき2・以上の"込み告した，き
ハその幽柵伽llll!i，]司聞等l造反したとき

保留地の売却決定
畑油叫日当日れた人l帥 Lけ

嫡ぜんの日時濁所
。湖t主人泊四時
平成 11 Jf l }11~

附刊から

l'満 智んの羽園南
"奈良駅聞発

.m，i術会.室
油ぜん当日会場

へ来ることがで，

な地 η た人でヨぜ

んきれた入には

後日働遜でa如し
ます.な!;.I・ぜ
ん舶来IJ，，ji役帰

前縄4渇に縄;j'L
H 楢ぜんには
ずれた人 1:IJ通知

しま"んなS
電話。よる"守ん

'"脹の問い合わぜ"幽〈釘断句します.

問い合わtt
市'"長良駅"闘釜理傑 ("36-0360)ヘー



市役所ft34-1111何千630-8580二条文路商丁目1.1・お知5tt

票毘白、う世界へ向けて未来へのカウントタウン

COUNT DOWN 
2000 
1ft NARA 

~カウントダウン2000in NARA実行委員会 (市 制奈良青年会勘所忽ど)か怖をます~

Iと きJ12月31日峰ト1月1日鋼 [ところl若草山と奈良公園一裕

l問い合わせl局実行委員会事務局(奈良宵年金儀所内 密 26-0112) 

ぐ:IJクントダクンライブ〉
このライプ1i..l1J1f舗が脅醐(合唱団)として

ゲス トttもに創りあげる"ザート?す.
【とを1I2IIJ IEl午後醐ト1月1日午前1時
!ところ1.11野園旭
l内密1.tf;~臨 6 よるンシセ伶イザを中， とした光

と脅のコント…シャ.ゲスト抑制ライプ

そしてゲスト叶酬によるテーマコーラス歯 r，醐 守
未来J.1仮芦0年代に殉Lたkスタ Jグ ドナJパ肉合
軒行い 皿 開制ItHf軍隊kして，1:(d:1!1いま

す.

【ゲスト1大... 季{敵手)ヘ東拷高 {シンセザイザ ) 
掠緩.俊(シンセザイザ) 竹園.隠{篠笛) 也口鍾

""箇).a辺直興 υtイ才リン〕 チキンガーリック
ステ一本{バンド)

ur: .1 63∞ 人
1・し過，】 往種はがきに住所 氏名 ，・悦別電白書

.号脅察隊希望ど種齢、て "月削!までに側窃良育年

金断('1'630-8113針 路町社 2 奈良商工会議場4

陪)、・1紋に二人.で剛しゐみ可.多」掲合"補選

カウントダウン事鍵と隠

附吋tき与

め‘修夢閥け色いワE歴援史釣.鴫.問を 「印5‘ J 
， ， 。凶jと省撃書s加臨荷金貝で秒を鷲みfな伝が
ら適えることによ り a稀旨し、時代の.彦倒
けの薯ぴ4をk尖i巳一分か，色B合おろど1すrるもの
です.

<ÁR"書官イ'/~!õ:t.-ション〉
λ文字イルミネーシヨン叫剛腕輔

~元気と闘をU 司しい酬のー開， -

， ~人にHはすで牌山から祈叩けージ

を怪界へ向けて安置します

"臨司書I121131日1J-"111I笠句 人文字をつ〈り£す
l定貝，，，権以 kの人1ρ。。人(l8il:+:調め人は侃..の
開U'-.I!要}
1・し過.， はがきまたはヲァクンミリで色町時 氏包 今
・耐性別電銘.サ人文字希笠と，いて 働併良青年

金町内63Q.82131lId!lT J6~ 2 '" AIIiム合間4
階 雷同 川町一間)へい 枕1:4人向L

込み可.多いお働合"繍..

<11タントダタンZトUート 1llE1t>
ロウゾクの析かりでイベJ ト会治全体，照らし 幻盤

的合雰囲気全盛旬上げます.今年のI，iJ型的な雰圏気

をかもしだした鑑花会を再現します{浮雲閣泡のみ，.

司司

日 .1 .. 
. ;，沼
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-と1!"'IlIlI)U.t;:宇長3・・手ー・・・

'eζろー.・"'，.，- ・"・ ..
"'め人 ・・L.lo!.b....で・a崎健
.輔現、

新生児 妊産鯛働問

綬‘ 幽a・ ..で繍んで ，.l.".~

u胸.・4 帽障してみaぜん~'. I陶..
州叶相で剛i酬げ印船

'"・…帳・咽..，・*網"・・
金.祖国 Sでの1Ii"'''' ・・，込...，.・

子手・I:IH<Iれてい&経・1111'1." 
.、 u ・~'ll! lt >l'&にe...4tll‘て

・・Hーするか .舗で..市役備....11
翼、

成人歯科健康相殴

.. 宅医・・F欄1II:1:lttt1". ul..lI. ....・'"などロ1:....4必.
ご>0'除6A.utlllに帽厳Lて(T! 1)ぃ
耐と臨時制叫''''1.1

'e.… 1111'・Uj，j'fll岬 ー酔 ，
ところ 一時.け一 ・刷 …咽以
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..健へ
錨廠筒座
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.幅削酎〆ターが剛H
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休日夜間の'陣痛tta
-同 奮闘醐酬 【似酬ー了

図像11..，11，$/ n34- 12281 ~ 
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ん
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f地Eずにや古しいj循環'!i/Nl金

εみIJHJのマナー... 呈
みんなて華ごヨ

宣皇室長盆
ダイ杵シン怒どの公眼目院を隈D踊師団抗利用時間 3月刊ごみ酷岡崎別収

阿ってい*lt.市民向さ同制"日明生岡山イクル配とびできヨ医した.
ついて"分別唄集f噌 ね定鑑したととに伴l'，I:d:i南 咽を "月末で俗7し 1 fllJ'悼縮問忽分期限集老
師します.今後も 人Oとのが出 し方向ーを駒田減量，)'.1."c7J川首位トー帥蜘します.

-
申
し
込
み
市
環
境
湯
量
R

第

一
・
務
丙

(
宮
乞
一
1
1

九
O
一

...ーーーーーーーーー一一一一一ーーーー田ーー田ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-

0，"""三""仏.:1L..:
全「ごみの分けカと出 l..JiJ の分関長j~~つで正しくごみを分別し 地縫で定めた禍

所6 と条約られヌ 日時金守って備しましょう.

a¥'!Iいごみ袋手 紙行期間中の"月末重で『燃やぜるごみJの縛幽ド 健刷できますが
2月からは 中身の分かるa明かす透明のごみ袋を拘置刷してくだき‘・

4立"'""瓦ゑ広幽凪
〈ださい.

②正しく種規別i分げで 回収符醤に入れてくだきい.

目②針貨の遭うものが混ざると 再生資源と Lてリ妙イ タルができな〈なり ます.
・スぴんのコンテナ嘗.に陶磁醤領を入れたり ガラスぴんやベ rトボトルの豆逝

lぞソプなrをiWたまま山岳ないでくだきい.会ゐ 陶..領h 金属性吹伶"
!せな".::-みJプラスチックの畿は「その他プラスチソタIとして幽して〈ださも .
iI闘い倉ゎ剖 市資源付策課 (n71---9'咽)市環境1柑 餅事務所(即 ト 釧 "

l市金制醐 (n71 酬 )へ.
‘ーーーーーーーーーーーー一一一ーー一一一ー田ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

..繍ョt"'Ilaに銅入されたとみ置と再生演溜量 (単位 トン)

」みの緯." 昨年
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1即時間スティパルで H にわた日
み道膏 リサイクル実質活劃伊野値ざれ次の回るが

受領さnまし".

ごみ減量 りでアイクル安限優良団4・・割安剰慮

「地球環境賞」受賞者決定
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大と行政への箇力企眠待.

aid銀百貨庖寮H陸自?従業員削 崎 とした分澗指導や庫
内調降傾渇への分別民E債など ごみ減Iit. '1吟イタル権
温l附」て大型庖銅色してモヂルと怠る符貨庖をめざ

す.ごみ誠.や環境健司"ニ 近銭百貨膚グル プとして

今後も備制駆的会取旬姐みを期待.
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新しい鑓忽とえニ.，きがうかがえ 環績への厄.と娘

白性会野緬

〈… 〉
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温鱈や町盤みの・・のため

保育@た@

.""苑.."た@

-厩を守るた@

よりよい園鳴をつくるため.

-・・芯どに使われ、笛憾のくらしに
役立っています。
税へのご理解をお願いします。
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~~_ .... 将闘に日わで 三
個師主主(目当時竺盟:
指定のfhT?手元除名納期己乙い川町日

主丘一一-_.12 
• 'Wiajmst#$Wi ・E・ l .ilヨ ll'iW;IQ]同書五~町ìT.~J局電-.・

-個人の市県民説 {普通徴収分〉
elll定資産税都市計画税噛却資産も含みま..)
・経自動車税

様納崎船過ぎたをかや.，"写贋分(醇~以前.， は富市きa問.

3 
あt~たの口座由
預貯童が5納付 お取引¢ある郵便局または"I!l金調阪線飽の窓

口で受け付けでいます。

圃・一明彊彊
tF3b酬で
か同附までにお申し込おいた

納期から縄曾でき零す・

翠のBです.

自.符文相.行帽斬 輔 副 E時回世』聞セ勝健鳳盆・ 延・_ .. 待攻・m金.OI組合司防災.. 

@し込みにあ要与もの 8ご利周の適績と印
鑑及び納椛通知・です.
鋼脹8し込み周a医院，.金・・・・窓口に慢えて.υ依す"m併の盆a・・m・.ご利陶の・合隠@込・をお送"見、たしますので市役所崎医院"までと適飽〈どさい.
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諜:お黙認忠誠
慣の窓口でお納めください・

一度手続きをされますと、解約等のお@し出

が肌悟り毎年自動的こ銀銭されまれ

撚ただし固定資産の所有形態

ら共有に共有の持ち分および人数)が嚢わっ
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込みください.

s 
1年閣の銀笛が縫わりますと甫役所から「復

習済み通知・Jをお送りします.
申金問題留の・合

笛定資産税都市2情翻勢(償却資産)5月末唄(平

戚12年度は6月末頃)

司府県民税?月末頃 鰹8動車視6月末頃

②網開別鑑笛の噂合

市県民躍月末1l!L!I定資産様町宮憎税{償

却資産)3月末頃

奈良市役所

(>c 
会期緩省第1殿

第2賜分以降は

だきますとそG

液循留日13納R

圏 器禁警部ニ
..，眠盆・・蝿(盆・@窓宿支a.，民個昆鴫}
商醐行日間何百冊目待問三町酎0・

丹市

同時町四守山寺山咽崎町山
周白

山町…m …....-



固定資産の評価替えとは・・・?
白圃定費量産の野信笛えと協何ですか.

Ae定阻制固定嗣咽幅四わちrn輔副咽帥配して閉される
もので写.で1I"1'l"3毒殺でa;mtte毒事塵膏価値えそ符Lにこれによって得られる「週正怒
"・Jそらとと製鶴を行うことS鳴謝省聞こ訓ずる夜食閣の公明Z慣.ることに悠，..か
'巨大唱の土地 調F置こ刊明暗聞を掴にと1<1:，""附ζ1;1;111"よ不明刊
ること・か§ 土地と"置について..，比し1口実手間醇・..ぇ.，概贋.，喧買えn.
S年・に醇・8・.見直曹植民蜜がdとられても渇ところで仇
この虫聡から...え Zこの鴎にl3l:tl>費量・舗の買劃ニ苅しム...を適正悠略輔
咽町酬に...，昨震国跡、えn.
'"念事a陀年.目樽a停・・えの匁に当たりま>.
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